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障
が
い
福
祉
　
巡
回
相
談

　
障
が
い
福
祉
サ

ビ
ス
の
利
用
や

悩
み
な
ど
の
相
談
に
相
談
員
が
応
じ

ま
す

要
予
約

■時 
■場 
■申 
左
表
の
と
お
り

■問 
障
が
い
福
祉
課
障
が
い
福
祉
支
援

班

緯
内
線
2
6
8
・
胃
碓42 
0
3
8

1手
話
で
話
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
初
心
者
を
対
象
と
し
た
講
座
で
す

聞
こ
え
な
い
人
と
簡
単
な
会
話
が
で

き
る
ま
で
を
目
指
し
ま
す

手
話
を

体
験
し
て
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
力

を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か

■時 
　
月
　
日
臥

　
日
臥

　
月
6

11

22

29

12

日
臥
・
い
ず
れ
も
午
前
　
時

正
午

10

■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
内
会
議
室

原噛講
師

印
西
市
聴
覚
障
害
者
協
会

認
知
症
市
民
公
開
講
座
2
0
1
4

気
に
な
る
も
の
忘
れ

 知

て
得
す
る
認
知
症
の
は
な
し

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
後
2
時

開

11

22

場
1
時
　
分
30

■場 
日
本
医
科
大
学
看
護
専
門
学
校
講

堂

鎌
苅

■内 
講
演

認
知
症
に
な
ら
な
い
た
め

の
五
箇
条

認
知
症
専
門
医
か
ら
の

提
言

噛
講
師

山
崎
峰
雄
氏

日
本
医
科

大
学
千
葉
北
総
病
院
神
経
・
脳
血
管

内
科
部
長

■定 
2
0
0
人

■費 
無
料

※

印
旛
日
本
医
大
駅

か
ら
無
料

送
迎
バ
ス
を
運
行

■問 
日
本
医
科
大
学
千
葉
北
総
病
院
脳

神
経
外
科

緯
碓99 
1
1
1
1

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の
経
過
措
置

　
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
は

平
成
　
年
17

の
積
極
的
勧
奨
の
差
し
控
え
に
よ
り

接
種
を
受
け
る
機
会
を
逃
し
た
人
へ

の
経
過
措
置
が
と
ら
れ
て
い
ま
す

■対 
平
成
7
年
4
月
2
日
生
ま
れ

平

成
　
年
4
月
1
日
生
ま
れ
で

日
本

19
脳
炎
英
期
も
し
く
は
衛
期

衛
期
は

小
学
4
年
生
で
通
知

が
完
了
し
て

い
な
い
人

※
　
歳
未
満
は
公
費
で
接
種
を
受
け

20
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
平
成
　
年
4
月
2
日
生
ま
れ
以
降

19

の
人
は
経
過
措
置
の
対
象
外
で
す

定
期
年
齢
内

7
歳
6
カ
月

に
接

種
を
完
了
し
ま
し

う

※
予
診
票
を
持

て
い
な
い
人

転

入
者
で
実
施
状
況
届
が
未
届
け
の
人

は
各
保
健
セ
ン
タ

で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い

■問 
中
央
保
健
セ
ン
タ

緯
碓42 
5
5

9
5

福
祉

■対 
市
内
在
住

在
勤

在
学
の
中
学

生
以
上

■定 
　
人
15

■費 
無
料

■申 
電
話
ま
た
は
F
A
X
で
左
記
ま
で

先
着
順

■問 
障
が
い
福
祉
課
障
が
い
福
祉
支
援

班障
が
い
の
あ
る
人
が
地
域
で

　
  安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
 

　
市
内
の
障
が
い
者
と
そ
の
家
族
を

対
象
に
障
が
い
者
が
利
用
で
き
る

サ

ビ
ス

相
談
な
ど
の
説
明
や
障

が
い
者
家
族
会
と
の
交
流
会
を
行
い

ま
す

胸
印
西
市
障
が
い
者
団
体
連
絡
協
議

会
主
催

■時 
■場 
■対 
左
表
の
と
お
り

※
詳
し
く
は
左
記
へ

■問 
印
西
市
障
が
い
者
団
体
連
絡
協
議

会
・
畑
中

■携 
0
9
0

6
0
1
2

4
4
8
4

健
康

胸交流会の日程胸
対象場所日時

知的障がいのある人とその家族

総合福祉センター
集会室（竹袋）

11月22日臥・午後2時～

身体障がい（主にオストメイト）のある人
とその家族11月29日臥・午後2時～

心の障がいのある人とその家族12月6日臥・午後2時～

胸巡回相談　日程表胸
申し込み会　場日　時

いんば障害者
相談センター
（緯碓99 2501）

 印旛支所
 1階相談室   
（美瀬）

第１・３水曜日・
午前10時～正午

（祝日の場合はなし）

 本埜支所
 1階相談室
（笠神）

第２・４水曜日・
午前10時～正午

（祝日の場合はなし）

　　　　　　　胸平成26年度個別がん検診実施内容胸　　　　　　　　　　　　　　
申し込み期限自己負担額検査項目実施時期方法対象健（検）診名

12月12日画

2,000円問診・食道・胃部レントゲン撮影（バリウム検査）

12月20日臥まで個別

40歳以上胃がん検診
1,400円問診、視診、頸部細胞診20歳以上の女性子宮頸がん検診
1,000円問診、視触診（乳腺・甲状腺）、超音波検査30歳～39歳の女性

乳がん検診
1,000円問診、視触診（乳腺・甲状腺）、マンモグラフィまたは超音波検査40歳以上の女性
600円問診、PSA検査（採血）50歳以上の男性前立腺がん検診

※各健（検）診の対象年齢は、平成27年4月1日現在の満年齢です。※健（検）は市内委託医療機関で実施。※生活保護世帯は、自己負担金が免除されますので、ご相談ください。※今
年度の集団検診申し込みは、6月３０日で終了しました。※骨粗しょう症は20・30・35・40・45・50・55・60・65・70歳の女性、口腔疾患健診は40・50・60・70歳の人が対象となりま
す。対象者にはすでに通知していますが、転入者はお申し込みください。

　
ホ

ル
ボ
デ

カ
ウ
ン
タ
と
は

体
内

に
存
在
す
る
放
射
性
物
質
か
ら
放
出
さ
れ

る
ガ
ン
マ
線
を
体
外
に
設
置
し
た
検
出
器

を
用
い
て
計
測
す
る
も
の
で

内
部
被
ば

く
の
状
況
を
確
認
す
る
も
の
で
す

対
象
者

　
測
定
日
に
印
西
市
に
住
民
票
が
あ
り

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

煙
測
定
日
に
妊
娠
し
て
い
る
人

煙
高
校
生
相
当
ま
で
の
年
齢
に
あ
る
人

※
乳
幼
児
で
測
定
が
困
難
な
場
合
は

生

活
を
共
に
し
て
い
る
保
護
者
が
代
わ
り
に

測
定
可

※
測
定
が
困
難
な
乳
幼
児
が
二
人
以
上
い

る
場
合
で
も
代
わ
る
こ
と
が
で
き
る
保
護

者
は
一
人
の
み

助
成
金
額

　
一
人
3
街
0
0
0
円
以
内

生
活
保
護

受
給
世
帯
の
人
は

一
人
6
街
0
0
0
円

以
内

※
一
人
一
回
の
み

助
成
対
象
と
な
る
測
定
期
間

　
平
成
　
年
4
月
1
日

平
成
　
年
2
月

26

27

　
日
28測

定
機
関

　
実
施
医
療
機
関
の
詳
細
は

市
ホ

ム

ペ

ジ
ま
た
は

左
記
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

申
請
方
法

　
平
成
　
年
3
月
　
日
峨
ま
で
に

測
定

27

31

結
果
が
確
認
で
き
る
書
類
と
領
収
書
の
原

本

振
り
込
み
を
希
望
す
る
口
座
の
通
帳

本
人
か
同
世
帯
の
人
の
も
の

認
印

妊

婦
の
人
は

母
子
健
康
手
帳

生
活
保
護
受

給
世
帯
の
人
は
生
活
保
護
受
給
証
明
書
を

左
記
ま
で
持
参

■問 
中
央
保
健
セ
ン
タ

母
子
保
健
班
緯
碓42 

5
5
9
5

ホ

ル
ボ
デ

カ
ウ
ン
タ
測
定
費
用
の
助

ホ

ル
ボ
デ

カ
ウ
ン
タ
測
定
費
用
の
助
成成

　　『受診券（申込者に5月下旬送付）』を持参の上、お早めに市内の委
託医療機関で受診してください。あらかじめ予約が必要な医療機関がありま
すので、受診券の中に同封してある案内を確認してください。
　また、『受診券』をお持ちでない人や各種健(検)診のお申し込みがお済み
でない人は、ご連絡ください。
■問 中央保健センター（緯碓42 5595）。

個別がん検診の登録はお済みです個別がん検診の登録はお済みですかか

みなさんお早めに概

▲手話で話して
みませんか

（5）平成26年（2014）11月15日号

■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ

ム
ペ

ジ
　
■メール 
メ

ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

団塊世代の作文コンクール開催
　日ごろ、胸の中にある思いを文章
にしてみませんか。思いがけない
気持ちや新たなひらめきがあるか
もしれません。　
　印西市社会福祉協議会では、現在
地域で活躍されている人、これから
地域に関わっていきたいと思って
いる人、家族の介護をしている人や
地域福祉、在宅福祉などをテーマに
作文コンクールを開催します。
　優秀作品は、平成27年2月7
日臥開催の第28回印西市社会福祉
大会の式次第に掲載します。
　募集方法は下記のとおりです。
■対 市内在住で60歳以上の人。
■内 【テーマ】地域福祉に関すること、
高齢者福祉に関すること、少子化問
題に関すること、福祉ボランティア

活動に関すること、地域でのつなが
りなど、福祉に関すること。
【賞品】最優秀賞1作品（商品券20，
000円分）、優秀賞2作品（商品券
10,000円分）。
■申 12月25日牙（消印有効）まで
に、作品の裏に応募者の郵便番号、
住所、氏名、生年月日、電話番号を
記入し下記へ郵送または持参。
※1人1作品で、400字詰め原稿
用紙3枚まで。
※郵送に要する費用は、応募者負担
です。
※提出された作文の返却はしませ
ん。
■問 印西市社会福祉協議会（〒270
－1325印西市竹袋614－9・緯
碓42 0294）。


